
つかえる数学　中2

確率
中2 組 名前

3まい目 かんがえる 1 2 3 4

1
あたり1本、はずれ2本の3本のくじを、ひかるさん、ゆうさんの順に1本ずつ引きます（引いた

くじはもどしません）。先に引くのと後に引くのとで、あたりやすさにちがいがあるかを考えま

す。

樹形図（㋐・㋑は空らん）

ひかるさん ゆうさん

あ

は1

は2

は1

は2

あ

㋐

㋑

は1

ひかる あたりを「あ」、はずれを「は1」「は2」として樹形

図に整理しよう。2回目は、残りの2本のどちらかだ

ね。

(1)　㋐〜㋔にあてはまるくじや数を書いて、説明を完成させまし

ょう。

説明

樹形図の㋐は ㋐ 、㋑は ㋑ 。引き方は全部で ㋒ 通りで、ど

の引き方も同様に確からしい。あたりを引く確率は、ひかるさ

んが2通りで
2

6＝
1

3、ゆうさんが ㋓ 通りで ㋔ 。

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔

(2)　あたりやすいのはどちらといえますか。

ア　ひかるさん イ　ゆうさん ウ　どちらも同じ

答え

2
大小2つのさいころを同時に投げるとき、目の数の積が奇数になる確率を考えます。

みお 36通りの積を全部数えるのは大変そう。積が奇数になるのはどんなときかを、先に考

えると早いよ。

(1)　積が奇数になるのは、大小どちらのさいころも ① の目が出るときだけです。

①

(2)　奇数の目は1・3・5の3通りずつだから、積が奇数になる出方は3×3＝9通り。積が奇数になる

確率は ① です。

①

あいているところは、途中の計算に使ってかまいません。
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筋道を立てて考える めやす 15分
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す。

樹形図（㋐・㋑は空らん）

ひかるさん ゆうさん

あ

は1

は2

は1

は2

あ

㋐

㋑

は1

ひかる あたりを「あ」、はずれを「は1」「は2」として樹形
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ね。

(1)　㋐〜㋔にあてはまるくじや数を書いて、説明を完成させまし

ょう。

説明

樹形図の㋐は ㋐ 、㋑は ㋑ 。引き方は全部で ㋒ 通りで、ど

の引き方も同様に確からしい。あたりを引く確率は、ひかるさ
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3、ゆうさんが ㋓ 通りで ㋔ 。
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1

3

(2)　あたりやすいのはどちらといえますか。

ア　ひかるさん イ　ゆうさん

答え ウ

2
大小2つのさいころを同時に投げるとき、目の数の積が奇数になる確率を考えます。

みお 36通りの積を全部数えるのは大変そう。積が奇数になるのはどんなときかを、先に考

えると早いよ。

(1)　積が奇数になるのは、大小どちらのさいころも ① の目が出るときだけです。

① 奇数

(2)　奇数の目は1・3・5の3通りずつだから、積が奇数になる出方は3×3＝9通り。積が奇数になる

確率は ① です。

①
1

4

考え方

大問1　㋐＝は1のあとの残りは「あ」と「は2」だから、は2。同じように㋑＝あ。全部で6通り。先も後もあたりは2

通りずつで、確率はどちらも
1

3＝くじ引きは公平です。

大問2　（奇数）×（奇数）だけが奇数。3×3＝9通りだから
9

36
＝

1

4です。
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ウ　どちらも同じ


